
(57)【要約】

【課題】　小径の基礎鋼管杭であっても、負担を掛ける

ことなく確実に貫入立設して安定的に立設することがで

きる基礎鋼管杭の立設支援方法を提供すること。

【解決手段】　杭本体１の軸部を補助ケーシング２の管

内に挿入し、杭本体１の外周面に突成された掛止突起13

を当該補助ケーシング２の下端開口縁部に形成された掛

止ソケット22に差し入れて掛合させることにより一体の

結合パイル体を組み立てる一方、

この結合パイル体を起立させ、回転せしめることにより

杭本体１の先端頭部に配設した掘削刃11および補助ケー

シング２の外周面に形成したオーガスクリュー21で地盤

土壌を掘削しながら結合パイル体を地中に螺入して所要

位置まで貫入せしめた後、

前記差込み掛合せしめた前記杭本体１の掛合突起13の掛

合を解除して補助ケーシング２を分離し、

当該補助ケーシング２を逆回転させて前記オーガスクリ

ュー21で周囲の土砂を押し下げながら引き上げる。

【選択図】　図３
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 建 設 構 造 物 の 基 礎 と し て の 杭 本 体 １ を 地 中 に 貫 入 す る に あ た り 、
先 端 頭 部 に は 掘 削 刃 11が 配 設 さ れ 、 か つ 、 外 周 面 に は 少 な く と も 拡 底 板 12が 配 設 さ れ た 杭
本 体 １ の 軸 部 を 補 助 ケ ー シ ン グ ２ の 管 内 に 挿 入 し 、 杭 本 体 １ の 外 周 面 に 突 成 さ れ た 掛 止 突
起 13を 当 該 補 助 ケ ー シ ン グ ２ の 下 端 開 口 縁 部 に 形 成 さ れ た 掛 止 ソ ケ ッ ト 22に 差 し 入 れ て 掛
合 さ せ る こ と に よ り 一 体 の 結 合 パ イ ル 体 を 組 み 立 て る 一 方 、
こ の 結 合 パ イ ル 体 を 起 立 さ せ 、 回 転 せ し め る こ と に よ り 杭 本 体 １ の 先 端 頭 部 に 配 設 し た 掘
削 刃 11お よ び 補 助 ケ ー シ ン グ ２ の 外 周 面 に 形 成 し た オ ー ガ ス ク リ ュ ー 21で 地 盤 土 壌 を 掘 削
し な が ら 結 合 パ イ ル 体 を 地 中 に 螺 入 し て 所 要 位 置 ま で 貫 入 せ し め た 後 、
前 記 差 込 み 掛 合 せ し め た 前 記 杭 本 体 １ の 掛 合 突 起 13の 掛 合 を 解 除 し て 補 助 ケ ー シ ン グ ２ を
分 離 し 、
当 該 補 助 ケ ー シ ン グ ２ を 逆 回 転 さ せ て 前 記 オ ー ガ ス ク リ ュ ー 21で 周 囲 の 土 砂 を 押 し 下 げ な
が ら 引 き 上 げ る こ と に よ っ て 、 杭 周 の 地 盤 を 締 め 固 め 、 杭 本 体 １ を 安 定 的 に 立 設 可 能 で あ
る こ と を 特 徴 と す る 基 礎 鋼 管 杭 の 立 設 支 援 方 法 。
【 請 求 項 ２ 】
　 建 設 構 造 物 の 基 礎 と し て の 杭 本 体 １ を 地 中 に 貫 入 す る に あ た り 、
先 端 頭 部 に は 掘 削 刃 11が 配 設 さ れ 、 か つ 、 外 周 面 に は 少 な く と も 拡 底 板 12が 配 設 さ れ た 杭
本 体 １ を 単 独 で 所 要 位 置 ま で 打 ち 込 ん だ 後 、 地 上 に お い て 杭 本 体 １ の 軸 部 を 補 助 ケ ー シ ン
グ ２ の 下 端 開 口 縁 部 か ら 管 内 に 挿 入 し 、 杭 本 体 １ の 外 周 面 に 突 成 さ れ た 掛 止 突 起 13を 当 該
補 助 ケ ー シ ン グ ２ の 下 端 開 口 縁 部 に 形 成 さ れ た 掛 止 ソ ケ ッ ト 22に 差 し 入 れ て 掛 合 さ せ る こ
と に よ り 一 体 の 結 合 パ イ ル 体 を 組 み 立 て る 一 方 、
こ の 結 合 パ イ ル 体 を 回 転 せ し め る こ と に よ り 杭 本 体 １ の 先 端 頭 部 に 配 設 し た 掘 削 刃 11お よ
び 補 助 ケ ー シ ン グ ２ の 外 周 面 に 形 成 し た オ ー ガ ス ク リ ュ ー 21で 地 盤 土 壌 を 掘 削 し な が ら 結
合 パ イ ル 体 を 地 中 に 螺 入 し て 所 要 位 置 ま で 貫 入 せ し め た 後 、
前 記 差 込 み 掛 合 せ し め た 前 記 杭 本 体 １ の 掛 合 突 起 13の 掛 合 を 解 除 し て 補 助 ケ ー シ ン グ ２ を
分 離 し 、
当 該 補 助 ケ ー シ ン グ ２ の み を 逆 回 転 さ せ て 前 記 オ ー ガ ス ク リ ュ ー 21で 周 囲 の 土 砂 を 押 し 下
げ な が ら 引 き 上 げ る こ と に よ っ て 、 杭 周 の 地 盤 を 締 め 固 め 、 杭 本 体 １ を 安 定 的 に 立 設 可 能
で あ る こ と を 特 徴 と す る 基 礎 鋼 管 杭 の 立 設 支 援 方 法 。
【 請 求 項 ３ 】
　 結 合 パ イ ル 体 を 打 ち 込 ん だ 後 、 補 助 ケ ー シ ン グ ２ の み を 正 回 転 で 引 き 上 げ て 周 囲 の 土 砂
を 地 表 上 に 出 し た 後 、 か か る 土 砂 と セ メ ン ト 系 固 化 剤 と を 混 合 さ せ 、 補 助 ケ ー シ ン グ ２ を
逆 回 転 さ せ な が ら 、 こ の 混 合 さ れ た 土 砂 を 投 入 し て い き 、
正 逆 回 転 す る こ と に よ り 地 中 で 攪 拌 し つ ゝ 杭 周 を 締 め 固 め な が ら 所 定 の 深 度 ま で 貫 入 せ し
め た 後 、
当 該 補 助 ケ ー シ ン グ ２ の み を 逆 回 転 さ せ て 前 記 オ ー ガ ス ク リ ュ ー 21で 周 囲 の 土 砂 を 押 し 下
げ な が ら 引 き 上 げ る こ と に よ っ て 、 杭 周 の 地 盤 を 締 め 固 め 、 か つ 、 前 記 セ メ ン ト 系 固 化 剤
が 硬 化 す る こ と に よ り 、 杭 本 体 １ を 安 定 的 に 立 設 可 能 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ま
た は ２ 記 載 の 基 礎 鋼 管 杭 の 立 設 支 援 方 法 。
【 請 求 項 ４ 】
　 セ メ ン ト 系 固 化 剤 と し て 、 軽 焼 マ グ ネ シ ヤ を 主 成 分 と す る 水 硬 性 硬 化 剤 を 用 い る こ と を
特 徴 と す る 請 求 項 ３ 記 載 の 基 礎 鋼 管 杭 の 立 設 支 援 方 法 。
【 請 求 項 ５ 】
　 杭 本 体 １ の 軸 部 を 補 助 ケ ー シ ン グ ２ の 下 端 開 口 縁 部 か ら 管 内 に 挿 入 す る こ と を 特 徴 と す
る 請 求 項 １ ～ ４ の 何 れ か 一 つ に 記 載 の 基 礎 鋼 管 杭 の 立 設 支 援 方 法 。
【 請 求 項 ６ 】
　 建 設 構 造 物 の 基 礎 と し て 地 中 に 貫 入 す る 鋼 管 杭 で あ っ て 、
先 端 頭 部 に は 掘 削 刃 11が 配 設 さ れ 、 か つ 、 外 周 面 に は 少 な く と も 拡 底 板 12が 配 設 さ れ た 杭
本 体 １ と ； 外 周 面 に オ ー ガ ス ク リ ュ ー 21が 形 成 さ れ た 中 空 鋼 管 か ら 成 る 補 助 ケ ー シ ン グ ２
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と か ら 構 成 さ れ て お り 、
こ の 補 助 ケ ー シ ン グ ２ の 管 内 に 前 記 杭 本 体 １ の 軸 部 を 挿 入 し て 、 か つ 、 こ の 杭 本 体 １ の 外
周 面 に 突 成 さ れ た 掛 止 突 起 13を 補 助 ケ ー シ ン グ ２ の 下 端 開 口 縁 部 に 形 成 さ れ た 掛 止 ソ ケ ッ
ト 22に 差 込 み 掛 合 さ せ て 一 体 の 結 合 パ イ ル 体 を 組 み 立 て 可 能 で あ る 一 方 、
貫 入 完 了 後 の 地 中 の 所 要 位 置 に お い て 、 前 記 バ ヨ ネ ッ ト 式 の 杭 本 体 １ の 掛 合 突 起 13の 掛 合
を 解 除 し て 、 補 助 ケ ー シ ン グ ２ の み を 引 き 抜 く こ と に よ り 、 杭 本 体 １ を 立 設 す る こ と が で
き る こ と を 特 徴 と す る 組 立 式 基 礎 鋼 管 杭 。
【 請 求 項 ７ 】
　 杭 本 体 １ の 下 部 に フ ラ ン ジ 状 の 土 砂 流 入 止 め 板 14が 形 成 さ れ て お り 、 補 助 ケ ー シ ン グ ２
の 下 端 開 口 部 を 塞 ぐ こ と が で き る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ６ 記 載 の 組 立 式 基 礎 鋼 管 杭 。
【 請 求 項 ８ 】
　 補 助 ケ ー シ ン グ ２ の 上 端 部 に は 基 部 取 付 部 23が 形 成 さ れ て お り 、 鋼 管 杭 を 回 転 さ せ る た
め の 基 部 部 材 ３ を 着 脱 可 能 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ６ ま た は ７ 記 載 の 組 立 式 基 礎 鋼
管 杭 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 建 設 工 法 お よ び 材 料 の 改 良 、 更 に 詳 し く は 、 小 径 の 基 礎 鋼 管 杭 で あ っ て も 、
負 担 を 掛 け る こ と な く 確 実 に 貫 入 立 設 し て 安 定 的 に 立 設 す る こ と が で き る 基 礎 鋼 管 杭 の 立
設 支 援 方 法 お よ び 同 法 に 用 い る 組 立 式 基 礎 鋼 管 杭 に 関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 構 造 物 の 建 設 基 礎 工 事 に お い て 打 ち 込 ま れ る 基 礎 鋼 管 杭 に は 、 通 常 、 外 周 面 に ス ク リ ュ
ー が 形 成 さ れ て お り 、 ト ル ク 式 の 杭 打 ち 機 に よ っ て 回 転 貫 入 す る こ と に よ っ て 立 設 す る （
例 え ば 、 特 許 文 献 １ 参 照 ） 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 と こ ろ で 、 近 年 で は 、 一 戸 建 て 住 宅 な ど の 比 較 的 小 規 模 な 構 造 物 の 施 工 を し た り 、 狭 隘
敷 地 な ど に 施 工 す る 機 会 が 多 く 、 太 い 径 の 鋼 管 杭 を 打 ち 込 む こ と が で き な い 場 合 が あ り 、
鋼 管 杭 の 径 を 不 可 避 的 に 小 さ く せ ね ば な ら な い 場 合 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 し か し な が ら 、 基 礎 杭 を 安 定 さ せ る た め に は 、 あ る 程 度 の 深 度 ま で 貫 入 さ せ る 必 要 が あ
る が 、 対 象 地 盤 の 地 層 地 質 に は 軟 硬 の 不 均 衡 が あ っ た り 、 障 害 物 が 埋 ま っ て い る 場 合 が あ
り 、 貫 入 す る 際 の 大 き な ト ル ク に 対 し て 曲 が っ て し ま っ た り 、 ま た 、 杭 頭 部 が 変 形 し た り
破 損 す る お そ れ が あ り 、 設 計 深 度 ま で 杭 を 貫 入 す る こ と が 困 難 な 場 合 が あ っ た 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 2004－ 11204 号 公 報 　 （ 第 ３ － ５ 頁 、 第 １ － ２ 図 ）
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 本 発 明 は 、 従 来 の 基 礎 鋼 管 杭 の 施 工 に 上 記 の よ う な 問 題 が あ っ た こ と に 鑑 み て 為 さ れ た
も の で あ り 、 小 径 の 基 礎 鋼 管 杭 で あ っ て も 、 負 担 を 掛 け る こ と な く 確 実 に 貫 入 立 設 し て 安
定 的 に 立 設 す る こ と が で き る 基 礎 鋼 管 杭 の 立 設 支 援 方 法 を 提 供 す る こ と を 技 術 的 課 題 と す
る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 ま た 、 本 発 明 は 、 組 み 立 て が 容 易 で し か も 本 発 明 工 法 に 用 い る の に 好 適 で あ る 組 立 式 基
礎 鋼 管 杭 を 提 供 す る こ と を 技 術 的 課 題 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 者 が 上 記 課 題 を 解 決 す る た め に 採 用 し た 手 段 を 添 付 図 面 を 参 照 し て 説 明 す れ ば 次
の と お り で あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
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　 即 ち 、 本 発 明 は 、 建 設 構 造 物 の 基 礎 と し て の 杭 本 体 １ を 地 中 に 貫 入 す る に あ た り 、
先 端 頭 部 に は 掘 削 刃 11が 配 設 さ れ 、 か つ 、 外 周 面 に は 少 な く と も 拡 底 板 12が 配 設 さ れ た 杭
本 体 １ の 軸 部 を 補 助 ケ ー シ ン グ ２ の 管 内 に 挿 入 し 、 杭 本 体 １ の 外 周 面 に 突 成 さ れ た 掛 止 突
起 13を 当 該 補 助 ケ ー シ ン グ ２ の 下 端 開 口 縁 部 に 形 成 さ れ た 掛 止 ソ ケ ッ ト 22に 差 し 入 れ て 掛
合 さ せ る こ と に よ り 一 体 の 結 合 パ イ ル 体 を 組 み 立 て る 一 方 、
こ の 結 合 パ イ ル 体 を 起 立 さ せ 、 回 転 せ し め る こ と に よ り 杭 本 体 １ の 先 端 頭 部 に 配 設 し た 掘
削 刃 11お よ び 補 助 ケ ー シ ン グ ２ の 外 周 面 に 形 成 し た オ ー ガ ス ク リ ュ ー 21で 地 盤 土 壌 を 掘 削
し な が ら 結 合 パ イ ル 体 を 地 中 に 螺 入 し て 所 要 位 置 ま で 貫 入 せ し め た 後 、
前 記 差 込 み 掛 合 せ し め た 前 記 杭 本 体 １ の 掛 合 突 起 13の 掛 合 を 解 除 し て 補 助 ケ ー シ ン グ ２ を
分 離 し 、
当 該 補 助 ケ ー シ ン グ ２ を 逆 回 転 さ せ て 前 記 オ ー ガ ス ク リ ュ ー 21で 周 囲 の 土 砂 を 押 し 下 げ な
が ら 引 き 上 げ る こ と に よ っ て 、 杭 周 の 地 盤 を 締 め 固 め 、 杭 本 体 １ を 安 定 的 に 立 設 可 能 に す
る と い う 技 術 的 手 段 を 採 用 す る こ と に よ っ て 基 礎 鋼 管 杭 の 立 設 支 援 方 法 を 完 成 さ せ た 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 ま た 、 本 発 明 は 、 建 設 構 造 物 の 基 礎 と し て の 杭 本 体 １ を 地 中 に 貫 入 す る に あ た り 、
先 端 頭 部 に は 掘 削 刃 11が 配 設 さ れ 、 か つ 、 外 周 面 に は 少 な く と も 拡 底 板 12が 配 設 さ れ た 杭
本 体 １ を 単 独 で 所 要 位 置 ま で 打 ち 込 ん だ 後 、 地 上 に お い て 杭 本 体 １ の 軸 部 を 補 助 ケ ー シ ン
グ ２ の 下 端 開 口 縁 部 か ら 管 内 に 挿 入 し 、 杭 本 体 １ の 外 周 面 に 突 成 さ れ た 掛 止 突 起 13を 当 該
補 助 ケ ー シ ン グ ２ の 下 端 開 口 縁 部 に 形 成 さ れ た 掛 止 ソ ケ ッ ト 22に 差 し 入 れ て 掛 合 さ せ る こ
と に よ り 一 体 の 結 合 パ イ ル 体 を 組 み 立 て る 一 方 、
こ の 結 合 パ イ ル 体 を 回 転 せ し め る こ と に よ り 杭 本 体 １ の 先 端 頭 部 に 配 設 し た 掘 削 刃 11お よ
び 補 助 ケ ー シ ン グ ２ の 外 周 面 に 形 成 し た オ ー ガ ス ク リ ュ ー 21で 地 盤 土 壌 を 掘 削 し な が ら 結
合 パ イ ル 体 を 地 中 に 螺 入 し て 所 要 位 置 ま で 貫 入 せ し め た 後 、
前 記 差 込 み 掛 合 せ し め た 前 記 杭 本 体 １ の 掛 合 突 起 13の 掛 合 を 解 除 し て 補 助 ケ ー シ ン グ ２ を
分 離 し 、
当 該 補 助 ケ ー シ ン グ ２ の み を 逆 回 転 さ せ て 前 記 オ ー ガ ス ク リ ュ ー 21で 周 囲 の 土 砂 を 押 し 下
げ な が ら 引 き 上 げ る こ と に よ っ て 、 杭 周 の 地 盤 を 締 め 固 め 、 杭 本 体 １ を 安 定 的 に 立 設 可 能
に す る と い う 技 術 的 手 段 を 採 用 し た 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 ま た 、 本 発 明 は 、 上 記 課 題 を 解 決 す る た め に 、 必 要 に 応 じ て 上 記 手 段 に 加 え 、 結 合 パ イ
ル 体 を 打 ち 込 ん だ 後 、 補 助 ケ ー シ ン グ ２ の み を 正 回 転 で 引 き 上 げ て 周 囲 の 土 砂 を 地 表 上 に
出 し た 後 、 か か る 土 砂 と セ メ ン ト 系 固 化 剤 と を 混 合 さ せ 、 補 助 ケ ー シ ン グ ２ を 逆 回 転 さ せ
な が ら 、 こ の 混 合 さ れ た 土 砂 を 投 入 し て い き 、
正 逆 回 転 す る こ と に よ り 地 中 で 攪 拌 し つ ゝ 杭 周 を 締 め 固 め な が ら 所 定 の 深 度 ま で 貫 入 せ し
め た 後 、
当 該 補 助 ケ ー シ ン グ ２ の み を 逆 回 転 さ せ て 前 記 オ ー ガ ス ク リ ュ ー 21で 周 囲 の 土 砂 を 押 し 下
げ な が ら 引 き 上 げ る こ と に よ っ て 、 杭 周 の 地 盤 を 締 め 固 め 、 か つ 、 前 記 セ メ ン ト 系 固 化 剤
が 硬 化 す る こ と に よ り 、 杭 本 体 １ を 安 定 的 に 立 設 可 能 に す る す る と い う 技 術 的 手 段 を 採 用
し た 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 更 に ま た 、 本 発 明 は 、 上 記 課 題 を 解 決 す る た め に 、 必 要 に 応 じ て 上 記 手 段 に 加 え 、 セ メ
ン ト 系 固 化 剤 と し て 、 軽 焼 マ グ ネ シ ヤ を 主 成 分 と す る 水 硬 性 硬 化 剤 を 用 い る と い う 技 術 的
手 段 を 採 用 し た 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 更 に ま た 、 本 発 明 は 、 上 記 課 題 を 解 決 す る た め に 、 必 要 に 応 じ て 上 記 手 段 に 加 え 、 杭 本
体 １ の 軸 部 を 補 助 ケ ー シ ン グ ２ の 下 端 開 口 縁 部 か ら 管 内 に 挿 入 す る す る と い う 技 術 的 手 段
を 採 用 し た 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 ま た 、 本 発 明 は 、 建 設 構 造 物 の 基 礎 と し て 地 中 に 貫 入 す る 鋼 管 杭 で あ っ て 、
先 端 頭 部 に は 掘 削 刃 11が 配 設 さ れ 、 か つ 、 外 周 面 に は 少 な く と も 拡 底 板 12が 配 設 さ れ た 杭
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本 体 １ と ； 外 周 面 に オ ー ガ ス ク リ ュ ー 21が 形 成 さ れ た 中 空 鋼 管 か ら 成 る 補 助 ケ ー シ ン グ ２
と か ら 構 成 さ れ て お り 、
こ の 補 助 ケ ー シ ン グ ２ の 管 内 に 前 記 杭 本 体 １ の 軸 部 を 挿 入 し て 、 か つ 、 こ の 杭 本 体 １ の 外
周 面 に 突 成 さ れ た 掛 止 突 起 13を 補 助 ケ ー シ ン グ ２ の 下 端 開 口 縁 部 に 形 成 さ れ た 掛 止 ソ ケ ッ
ト 22に 差 込 み 掛 合 さ せ て 一 体 の 結 合 パ イ ル 体 を 組 み 立 て 可 能 で あ る 一 方 、
貫 入 完 了 後 の 地 中 の 所 要 位 置 に お い て 、 前 記 バ ヨ ネ ッ ト 式 の 杭 本 体 １ の 掛 合 突 起 13の 掛 合
を 解 除 し て 、 補 助 ケ ー シ ン グ ２ の み を 引 き 抜 く こ と に よ り 、 杭 本 体 １ を 立 設 す る こ と が で
き る よ う に す る と い う 技 術 的 手 段 を 採 用 す る こ と に よ っ て 基 礎 鋼 管 杭 の 立 設 支 援 方 法 に 用
い る 組 立 式 基 礎 鋼 管 杭 を 完 成 さ せ た 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 ま た 、 本 発 明 は 、 上 記 課 題 を 解 決 す る た め に 、 必 要 に 応 じ て 上 記 手 段 に 加 え 、 杭 本 体 １
の 下 部 に フ ラ ン ジ 状 の 土 砂 流 入 止 め 板 14を 形 成 し 、 補 助 ケ ー シ ン グ ２ の 下 端 開 口 部 を 塞 ぐ
こ と が で き る よ う に す る と い う 技 術 的 手 段 を 採 用 し た 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 更 に ま た 、 本 発 明 は 、 上 記 課 題 を 解 決 す る た め に 、 必 要 に 応 じ て 上 記 手 段 に 加 え 、 補 助
ケ ー シ ン グ ２ の 上 端 部 に 基 部 取 付 部 23を 形 成 し 、 鋼 管 杭 を 回 転 さ せ る た め の 基 部 部 材 ３ を
着 脱 可 能 に す る と い う 技 術 的 手 段 を 採 用 し た 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ６ 】
　 本 発 明 に あ っ て は 、 基 礎 鋼 管 杭 を 補 助 ケ ー シ ン グ の 管 内 に 内 蔵 で き る 組 立 式 に 構 成 し た
こ と に よ っ て 、 設 置 す べ き 基 礎 杭 の 径 が 小 さ い も の で あ っ て も 、 ト ル ク に よ る 捩 じ り モ ー
メ ン ト は 補 助 ケ ー シ ン グ に か か る た め 、 杭 本 体 に か か る 負 担 が 少 な く 確 実 に 貫 入 す る こ と
が で き る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 ま た 、 補 助 ケ ー シ ン グ が 杭 本 体 を 保 護 し て い る の で 、 杭 本 体 が 薄 肉 型 で あ っ て も 、 容 易
に 施 工 す る こ と が で き る 。 更 に ま た 、 液 状 化 地 盤 や 軟 弱 地 盤 に 対 し て は 、 必 要 に 応 じ て セ
メ ン ト 固 化 剤 を 土 砂 に 混 合 攪 拌 し て 硬 化 さ せ る こ と に よ り 、 杭 本 体 の 腐 食 を 防 止 す る こ と
も で き る こ と か ら 、 基 礎 鋼 管 杭 と し て の 実 用 的 価 値 は 頗 る 高 い も の が あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ８ 】
　 本 発 明 の 実 施 形 態 を 具 体 的 に 図 示 し た 図 面 に 基 い て 更 に 詳 細 に 説 明 す る と 次 の と お り で
あ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 本 発 明 の 実 施 形 態 を 図 １ か ら 図 ３ に 基 い て 説 明 す る 。 図 中 、 符 号 １ で 指 示 す る も の は 杭
本 体 で あ り 、 こ の 杭 本 体 １ は 直 ぐ な る 鋼 管 で あ っ て 、 先 端 頭 部 に は 掘 削 刃 11が 配 設 さ れ 、
か つ 、 外 周 面 に は 少 な く と も 拡 底 板 12が 配 設 さ れ て い る （ 図 １ 参 照 ） 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 本 実 施 形 態 に お け る 杭 本 体 １ の 拡 底 板 12は 、 例 え ば 、 杭 本 体 １ の 外 周 に 溶 接 ま た は 一 体
成 形 さ れ 、 少 な く と も 一 部 が 切 断 し た フ ラ ン ジ 部 材 で あ っ て 、 垂 設 し た 杭 本 体 １ に 対 し て
水 平 と な る 水 平 板 部 12ａ を 備 え 、 か つ 、 こ の 水 平 板 部 12ａ は 当 該 拡 底 板 12の 全 面 積 の 少 な
く と も 半 分 以 上 を 占 め る 。 な お 、 こ の 拡 底 板 12の 径 は 前 記 杭 本 体 １ の 周 径 の 約 １ ． ５ ～ ３
倍 の 範 囲 内 が 好 適 で あ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 ま た 、 符 号 ２ で 指 示 す る も の は 中 空 鋼 管 か ら 成 る 補 助 ケ ー シ ン グ で あ っ て 、 こ の 補 助 ケ
ー シ ン グ ２ の 外 周 面 に は オ ー ガ ス ク リ ュ ー 21が 形 成 さ れ て い る （ 図 ２ 参 照 ） 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 し か し て 、 建 設 構 造 物 の 基 礎 と し て 前 記 杭 本 体 １ を 地 中 に 貫 入 す る 具 体 的 手 順 を 以 下 に
説 明 す る 。 ま ず 、 前 記 杭 本 体 １ の 軸 部 を 補 助 ケ ー シ ン グ ２ の 下 端 開 口 縁 部 か ら 管 内 に 挿 入
し 、 杭 本 体 １ の 外 周 面 に 突 成 さ れ た 掛 止 突 起 13を 当 該 補 助 ケ ー シ ン グ ２ の 下 端 開 口 縁 部 に
形 成 さ れ た 掛 止 ソ ケ ッ ト 22に 差 し 入 れ て （ 所 謂 、 バ ヨ ネ ッ ト 式 に ） 掛 合 さ せ て 一 体 の 結 合
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パ イ ル 体 を 組 み 立 て る （ 図 ３ 参 照 ） 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 こ の 際 、 必 要 に 応 じ て 、 杭 本 体 １ の 下 部 に フ ラ ン ジ 状 の 土 砂 流 入 止 め 板 14を 形 成 す る こ
と が で き 、 補 助 ケ ー シ ン グ ２ の 下 端 開 口 部 を 塞 い て 、 隙 間 か ら 土 砂 が 流 入 す る の を 防 止 す
る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 次 に 、 こ の 結 合 パ イ ル 体 を 起 立 さ せ 、 回 転 せ し め る こ と に よ り 杭 本 体 １ の 先 端 頭 部 に 配
設 し た 掘 削 刃 11お よ び 補 助 ケ ー シ ン グ ２ の 外 周 面 に 形 成 し た オ ー ガ ス ク リ ュ ー 21で 地 盤 土
壌 を 掘 削 し な が ら 結 合 パ イ ル 体 を 地 中 に 螺 入 し て 所 要 位 置 ま で 貫 入 せ し め る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 本 実 施 形 態 で は 、 補 助 ケ ー シ ン グ ２ の 上 端 部 に 基 部 取 付 部 23を 形 成 し て 、 鋼 管 杭 を 回 転
さ せ る た め の 基 部 部 材 ３ を 着 脱 可 能 に す る こ と も で き 、 大 き な ト ル ク 力 で あ っ て も 杭 頭 の
破 損 等 を 防 止 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 そ し て 、 前 記 所 要 位 置 に お い て 、 前 記 差 込 み 掛 合 せ し め た 前 記 杭 本 体 １ の 掛 合 突 起 13の
掛 合 を 解 除 し て 補 助 ケ ー シ ン グ ２ を 分 離 す る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 然 る 後 、 当 該 補 助 ケ ー シ ン グ ２ を 逆 回 転 さ せ て 前 記 オ ー ガ ス ク リ ュ ー 21で 周 囲 の 土 砂 を
押 し 下 げ な が ら 引 き 上 げ る こ と に よ っ て 、 杭 周 の 地 盤 を 締 め 固 め 、 杭 本 体 １ を 安 定 的 に 立
設 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 な お 、 結 合 パ イ ル 体 を 打 ち 込 ん だ 後 、 補 助 ケ ー シ ン グ ２ の み を 正 回 転 で 引 き 上 げ て 周 囲
の 土 砂 を 地 表 上 に 出 し た 後 、 か か る 土 砂 と セ メ ン ト 系 固 化 剤 と を 混 合 さ せ 、 補 助 ケ ー シ ン
グ ２ を 逆 回 転 さ せ な が ら 、 こ の 混 合 さ れ た 土 砂 を 投 入 し て い き 、
正 逆 回 転 す る こ と に よ り 地 中 で 攪 拌 し つ ゝ 杭 周 を 締 め 固 め な が ら 所 定 の 深 度 ま で 貫 入 せ し
め る こ と も で き る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 こ の セ メ ン ト 系 固 化 剤 と し て は 、 軽 焼 マ グ ネ シ ヤ を 主 成 分 と す る 水 硬 性 硬 化 剤 を 用 い る
こ と が で き 、 こ の 軽 焼 マ グ ネ シ ヤ （ 商 品 名 ： マ グ ホ ワ イ ト 　 独 立 行 政 法 人 農 業 工 業 研 究 所
製 ） は 、 海 水 マ グ ネ シ ヤ お よ び 天 然 炭 酸 マ グ ネ シ ウ ム を 焼 成 し た も の で あ っ て 、 焼 成 温 度
７ ０ ０ ℃ ～ ９ ０ ０ ℃ で 焼 成 し 、 ７ ０ ～ １ ２ ０ メ ッ シ ュ に 粉 砕 し て 製 造 さ れ た も の を 使 用 す
る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 そ し て 、 前 述 同 様 、 補 助 ケ ー シ ン グ ２ の み を 逆 回 転 さ せ て 前 記 オ ー ガ ス ク リ ュ ー 21で 周
囲 の 土 砂 を 押 し 下 げ な が ら 引 き 上 げ る こ と に よ っ て 、 杭 周 の 地 盤 を 締 め 固 め 、 か つ 、 前 記
セ メ ン ト 系 固 化 剤 が 硬 化 す る こ と に よ り 、 杭 本 体 １ を 安 定 的 に 立 設 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 本 実 施 形 態 に お い て は 、 拡 底 板 の 上 面 に 土 砂 掻 込 み 突 起 12ｂ を 成 形 す る こ と に よ り 、 杭
本 体 １ を 正 転 さ せ る と 、 通 常 で は 貫 入 し て い く 際 に 拡 底 板 12が 土 砂 を 外 側 に 押 し 遣 っ て 排
除 し て し ま う と こ ろ を 、 前 記 土 砂 掻 込 み 突 起 12ｂ に よ っ て 拡 底 板 12の 上 面 付 近 の 土 砂 を 杭
本 体 １ 方 向 に 掻 き 寄 せ る こ と が で き 、 掘 削 箇 所 に お け る 土 砂 密 度 の 低 下 を 防 止 す る こ と が
で き る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 杭 本 体 １ の 拡 底 板 12の 上 面 に 形 成 さ れ た 土 砂 掻 込 み 突 起 12ｂ に よ っ て 、 前 記 混 合 さ れ た
土 砂 と 水 硬 性 硬 化 剤 と を 杭 本 体 １ 方 向 に 掻 き 寄 せ 、 然 る 後 、 当 該 水 硬 性 硬 化 剤 が 硬 化 す る
こ と に よ り 、 掘 削 孔 に お け る 低 密 度 化 を 防 止 す る と と も に 、 杭 本 体 １ の 周 面 に お け る 摩 擦
抵 抗 を 上 げ て 安 定 し た 支 持 力 を 付 与 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 な お 、 こ の 際 、 杭 本 体 １ を 繰 り 返 し 交 互 に 正 逆 転 す る こ と に よ り 掘 削 箇 所 の 土 壌 を 解 し
な が ら 、 水 硬 性 硬 化 剤 を 注 入 せ し め る こ と も で き 、 よ り 適 切 に 土 壌 内 に 注 入 す る こ と が で
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き る 。 ま た 、 こ の 掘 削 箇 所 に 適 宜 、 客 土 （ 例 え ば 、 2mm 以 上 の 砂 礫 な ど ） を 投 入 し て 攪 拌
す る こ と に よ り 、 土 砂 密 度 の 低 下 お よ び 液 状 化 現 象 を 防 止 し て 杭 本 体 １ を 安 定 さ せ る こ と
が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 し た が っ て 、 杭 本 体 １ の 周 面 に お け る 土 砂 と の 摩 擦 抵 抗 を 増 強 し 、 鋼 管 杭 の 鉛 直 方 向 の
支 持 力 を 確 保 す る こ と が で き る 。 更 に ま た 、 こ の 水 平 板 部 12ａ に よ り 、 載 荷 重 に 対 す る 前
記 杭 本 体 １ の 回 転 力 の 発 生 を 防 止 で き て 非 常 に 安 定 的 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 こ の 際 、 補 助 ケ ー シ ン グ ２ の ス ク リ ュ ー 頭 部 に 加 わ る 載 架 加 重 を 観 測 し な が ら 施 工 す る
こ と に よ り 、 そ の 相 関 関 係 か ら 、 ス ク リ ュ ー の 逆 回 転 に よ り 締 め 固 め ら れ た 地 盤 強 度 （ Ｎ
値 ） を 施 工 管 理 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 本 実 施 形 態 で は 、 １ ト ン 程 度 の 載 荷 荷 重 で 標 準 貫 入 試 験 を 行 っ た 場 合 の Ｎ 値 が ４ 以 上 に
地 盤 を 締 め 固 め る こ と が で き 、 ま た 、 杭 本 体 １ が 水 平 抵 抗 に 支 配 的 な 深 さ で あ る ５ ｍ 程 度
ま で は 十 分 に 締 め 固 め る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 ま た 、 本 実 施 形 態 に お け る 、 補 助 ケ ー シ ン グ ２ の ス ク リ ュ ー に よ っ て 締 め 固 め る と い う
工 法 を 用 い る た め 、 短 い 基 礎 杭 の 施 工 に も 適 し て お り 、 ま た 、 パ イ ル ド ラ フ ト 工 法 も 可 能
で あ る 。 更 に ま た 、 地 盤 表 層 部 に 層 厚 が 薄 く （ １ ． ０ ｍ 程 度 ） 、 硬 い 地 盤 で あ る 場 合 に 、
拡 底 板 付 き 鋼 管 杭 を 施 工 す る と 、 折 角 の 硬 い 地 盤 を 緩 め る こ と な く 、 有 効 に 活 用 す る こ と
が で き る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 本 発 明 は 、 概 ね 上 記 の よ う に 構 成 さ れ る が 、 本 発 明 は 図 示 の 実 施 形 態 に 限 定 さ れ る も の
で は 決 し て な く 、 「 特 許 請 求 の 範 囲 」 の 記 載 内 に お い て 種 々 の 変 更 が 可 能 で あ っ て 、 例 え
ば 、 杭 本 体 １ と 補 助 ス ク リ ュ ー ２ と が 掛 合 す る 位 置 は 、 対 象 地 盤 の 地 質 の 状 態 等 に 応 じ て
位 置 を 設 計 変 更 す る こ と が で き る し 、 ま た 、 補 助 ス ク リ ュ ー ２ の オ ー ガ ス ク リ ュ ー 21は 、
そ の 長 さ を 変 更 し た り 、 外 周 面 の 上 縁 部 か ら 形 成 す る こ と も で き 、 本 発 明 の 技 術 的 範 囲 に
属 す る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 ま た 、 本 実 施 形 態 で は 、 杭 本 体 １ を 地 中 に 貫 入 す る に あ た り 、 地 盤 状 況 に 応 じ て 、 杭 本
体 １ を 単 独 で 所 要 位 置 ま で 打 ち 込 ん だ 後 に 、 前 述 し た よ う に 、 地 上 に お い て 杭 本 体 １ の 軸
部 を 補 助 ケ ー シ ン グ ２ の 下 端 開 口 縁 部 か ら 管 内 に 挿 入 し 、 杭 本 体 １ の 外 周 面 に 突 成 さ れ た
掛 止 突 起 13を 当 該 補 助 ケ ー シ ン グ ２ の 下 端 開 口 縁 部 に 形 成 さ れ た 掛 止 ソ ケ ッ ト 22に 差 し 入
れ て 掛 合 さ せ て 一 体 の 結 合 パ イ ル 体 を 組 み 立 て る こ と も 当 然 成 し 得 る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ４ ０ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 形 態 の 杭 本 体 を 表 わ す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の 実 施 形 態 の 補 助 ケ ー シ ン グ を 表 わ す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 発 明 の 実 施 形 態 の 組 み 立 て た 結 合 パ イ ル 体 を 表 わ す 正 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ４ １ 】
　 １ 　 　 杭 本 体
　 11　 　 掘 削 刃
　 12　 　 拡 底 板
　 12ａ 　 水 平 板 部
　 12ｂ 　 土 砂 掻 込 み 突 起
　 13　 　 掛 合 突 起
　 14　 　 土 砂 流 入 止 め 板
　 ２ 　 　 補 助 ケ ー シ ン グ
　 21　 　 オ ー ガ ス ク リ ュ ー
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　 22　 　 掛 止 ソ ケ ッ ト
　 23　 　 基 部 取 付 部
　 ３ 　 　 基 部 部 材

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】

【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 16年 4月 13日 (2004.4.13)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ０
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 ま た 、 本 発 明 は 、 上 記 課 題 を 解 決 す る た め に 、 必 要 に 応 じ て 上 記 手 段 に 加 え 、 結 合 パ イ
ル 体 を 打 ち 込 ん だ 後 、 補 助 ケ ー シ ン グ ２ の み を 正 回 転 で 引 き 上 げ て 周 囲 の 土 砂 を 地 表 上 に
出 し た 後 、 か か る 土 砂 と セ メ ン ト 系 固 化 剤 と を 混 合 さ せ 、 補 助 ケ ー シ ン グ ２ を 逆 回 転 さ せ
な が ら 、 こ の 混 合 さ れ た 土 砂 を 投 入 し て い き 、
正 逆 回 転 す る こ と に よ り 地 中 で 攪 拌 し つ ゝ 杭 周 を 締 め 固 め な が ら 所 定 の 深 度 ま で 貫 入 せ し
め た 後 、
当 該 補 助 ケ ー シ ン グ ２ の み を 逆 回 転 さ せ て 前 記 オ ー ガ ス ク リ ュ ー 21で 周 囲 の 土 砂 を 押 し 下
げ な が ら 引 き 上 げ る こ と に よ っ て 、 杭 周 の 地 盤 を 締 め 固 め 、 か つ 、 前 記 セ メ ン ト 系 固 化 剤
が 硬 化 す る こ と に よ り 、 杭 本 体 １ を 安 定 的 に 立 設 可 能 に す る と い う 技 術 的 手 段 を 採 用 し
た 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ２
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 更 に ま た 、 本 発 明 は 、 上 記 課 題 を 解 決 す る た め に 、 必 要 に 応 じ て 上 記 手 段 に 加 え 、 杭 本
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体 １ の 軸 部 を 補 助 ケ ー シ ン グ ２ の 下 端 開 口 縁 部 か ら 管 内 に 挿 入 す る と い う 技 術 的 手 段 を 採
用 し た 。
【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ３ ５
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 こ の 際 、 補 助 ケ ー シ ン グ ２ の ス ク リ ュ ー 頭 部 に 加 わ る を 観 測 し な が ら 施 工 す る
こ と に よ り 、 そ の 相 関 関 係 か ら 、 ス ク リ ュ ー の 逆 回 転 に よ り 締 め 固 め ら れ た 地 盤 強 度 （ Ｎ
値 ） を 施 工 管 理 す る こ と が で き る 。
【 手 続 補 正 ４ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ３ ７
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 ま た 、 本 実 施 形 態 に お け る 、 補 助 ケ ー シ ン グ ２ の ス ク リ ュ ー に よ っ て 締 め 固 め る と い う
工 法 を 用 い る た め 、 短 い 基 礎 杭 の 施 工 に も 適 し て お り 、 ま た 、 パ イ ル ド ラ フ ト 工 法 も 可 能
で あ る 。 更 に ま た 、 地 盤 表 層 部 に 層 厚 が 薄 く （ １ ． ０ ｍ 程 度 ） 、 硬 い 地 盤 で あ る 場 合 に 、
拡 底 板 付 き 鋼 管 杭 を 施 工 す る と 、 折 角 の 硬 い 地 盤 を 緩 め る こ と 、 有
効 に 活 用 す る こ と が で き る 。
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